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場
所
は
彼
ら
の
友
人
宅
で
、ま
ず
は

フ
ッ
ク
氏
を
追
悼
す
る
ミ
サ
が
さ
さ
げ

ら
れ
た
。
そ
の
中
で
髙
見
大
司
教
は

「（
フ
ッ
ク
氏
は
）
彼
に
し
か
な
し
得
な

か
っ
た
特
別
な
使
命
を
神
様
か
ら
与
え

ら
れ
た
」
と
、し
の
ぶ
言
葉
で
感
謝
の

意
を
表
明
し
た
。

　

長
い
年
月
と
遠
い
異
国
の
地
で
、こ

の
よ
う
な
出
会
い
が
あ
る
こ
と
を
認
識

す
る
大
切
な
時
間
を
過
ご
し
た
。

■
９
月
30
日　

今
回
の
目
的
「
被
爆
十

字
架
」
の
贈
呈
式
は
ウ
ィ
ル
ミ
ン
ト
ン

大
学
近
く
の
マ
フ
ィ
ー
・
シ
ア
タ
ー（
劇

場
）
で
行
わ
れ
た
。
同
大
学
ベ
イ
ツ
学

長
、パ
タ
ー
ソ
ン
副
学
長
、浦
上
教
会
で

の
返
還
に
来
ら
れ
た
平
和
資
料
セ
ン

タ
ー
の
マ
ウ
ス
所
長
と
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク

牧
師
、そ
し
て
フ
ッ
ク
氏
の
次
女
、他
地

元
の
方
々
も
参
列
。

　

大
学
を
代
表
し
ベ
イ
ツ
学
長
が
歓
迎

の
あ
い
さ
つ
、巡
礼
団
の
髙
見
大
司
教

が
心
か
ら
の
謝
辞
を
述
べ
た
。通
訳
は
、

返
還
式
や
今
回
の
贈
呈
式
ま
で
直
接
に

関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
宮
崎
広
和
さ

ん
。
続
い
て
私
は
「
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
出
来
事
の
中
で
、こ
の
現
実
を
見
つ

め
つ
つ
、こ
こ
に
あ
る
被
爆
十
字
架
が

思
い
を
一
つ
に
し
、こ
の
よ
う
な
出
会

い
が
あ
る
こ
と
、ま
さ
に
計
ら
い
」
と

話
し
、十
字
架
の
複
製
製
作
に
携
わ
っ

た
西
村
さ
ん
は
「
90
年
近
く
い
ろ
い
ろ

な
思
い
の
詰
ま
っ
た
十
字
架
を
再
現
す

る
の
に
は
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
が
、私
た
ち
な
り
に
原
爆
で
亡
く

な
っ
た
方
々
の
永
遠
の
安
息
と
、ア
メ

リ
カ
と
日
本
が
い
つ
ま
で
も
仲
良
く
平

和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
願
い
な
が

ら
、こ
の
十
字
架
に
思
い
を
込
め
ま
し

た
」と
そ
の
胸
の
内
を
英
語
で
語
っ
た
。

　

い
よ
い
よ
贈
呈
式
。被
爆
十
字
架
は
、

長
崎
か
ら
米
国
、米
国
か
ら
長
崎
、そ
し

て
複
製
の
形
で
米
国
へ
、そ
の
受
け
渡

し
が
髙
見
大
司
教
か
ら
マ
ウ
ス
所
長
へ

な
さ
れ
た
。
十
字
架
を
介
し
て
平
和
の

橋
渡
し
の
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
式
に
は
マ
ス
コ
ミ
も
出
席
し
、

今
回
の
答
礼
の
注
目
度
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
た
。

■
10
月
１
日　

ウ
ィ
ル
ミ
ン
ト
ン
か
ら

シ
カ
ゴ
に
戻
り
、フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇

と
核
兵
器
廃
絶
で
思
い
を
一
つ
に
す
る

シ
カ
ゴ
大
司
教
ブ
レ
ー
ズ
・
ス
ー
ピ
ッ

チ
枢
機
卿
を
表
敬
訪
問
。
髙
見
大
司
教

の
自
身
と
家
族
の
被
爆
体
験
、そ
し
て

長
崎
の
核
兵
器
廃
絶
へ
の
思
い
に
聞
き

入
っ
て
い
た
枢
機
卿
に
「
長
崎
へ
」
と

招
待
し
、「
ぜ
ひ
、実
現
し
た
い
」
と
笑

顔
で
応
え
ら
れ
、永
井
隆
著
『
長
崎
の

鐘
』（
英
語
版
）を
記
念
に
差
し
上
げ
た
。

中
村
大
司
教
と

長
崎
市
長
か
ら
の
親
書

　

長
崎
教
区
を
代
表
し
て
中
村
倫
明
大

司
教
は
、答
礼
歓
迎
へ
の
感
謝
と
互
い

の
平
和
促
進
連
帯
を
願
っ
て
、ノ
ー
ス

ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
所
長
、ウ
ィ
ル
ミ
ン
ト
ン
大
学
学

長
と
同
大
学
平
和
資
料
セ
ン
タ
ー
所
長

に
親
書
を
送
っ
た
。
ま
た
、田
上
富
久

長
崎
市
長
か
ら
は
、マ
リ
ア
・
ハ
デ
ン

議
員
と
ウ
ィ
ル
ミ
ン
ト
ン
大
学
学
長
宛

て
に
貴
重
な
言
葉
が
添
え
ら
れ
た
親
書

を
預
か
り
、無
事
に
届
け
た
。

振
り
返
っ
て

　

数
も
民
族
も
そ
し
て
考
え
も
桁
が
違

う
広
大
な
国
ア
メ
リ
カ
の
地
を
初
め
て

訪
問
、私
た
ち
答
礼
者
の
言
動
は
大
海

の
一
滴
に
過
ぎ
な
い
と
さ
え
思
い
な
が

ら
。
し
か
し
、現
実
は
異
な
っ
て
い
た
。

10
月
２
日
、最
後
の
訪
問
先
聖
ニ
コ
ラ

ス
教
会
で
一
人
の
女
性
が
私
に
語
り
掛

け
て
き
た
。「
ミ
サ
の
中
で
主
の
祈
り
を

唱
え
た
時
、『
わ
た
し
た
ち
の
罪
を
お

ゆ
る
し
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
も
人
を
ゆ

る
し
ま
す
』
と
い
う
と
こ
ろ
で
深
く
心

を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
」
と
言
わ
れ
た
。「
五

つ
の
パ
ン
と
二
匹
の
魚
」
の
奇
跡
の
話

を
彷
彿
さ
せ
る
。

　

本
当
に
行
っ
て
良
か
っ
た
と
心
底
か

ら
思
っ
て
い
る
。
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中
村
倫
明
大
司
教
は
10
月
７
日
ロ

ザ
リ
オ
の
聖
母
の
記
念
日
に
、10
月
の

ロ
ザ
リ
オ
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア

の
た
め
、ま
た
全
世
界
の
平
和
の
た
め

に
さ
さ
げ
る
よ
う
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

引
き
続
き
お
祈
り
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

平和のための祈りお願い平和のための祈りお願い

11
月
は
死
者
の
月
、ま
た
、一

年
の
典
礼
暦
が
終
わ
り
、新

た
に
始
ま
る
時
。
待
降
節
か

ら
は
、新
し
い
ミ
サ
典
礼
文

が
唱
え
ら
れ
る
。
長
年
か
ら

だ
に
染
み
つ
い
た
こ
れ
ま
で

の
言
葉
が
つ
い
口
を
つ
い
て

出
て
く
る
の
で
は
と
案
じ
つ

つ
、当
面
は
信
徒
も
司
祭
も

皆
、典
礼
文
を
し
っ
か
り
見

な
が
ら
と
い
う
こ
と
に
な
り

そ
う
だ
▲
戦
後
の
団
塊
の
世

代
の
最
後
に
連
な
る
者
の
記

憶
を
た
ど
れ
ば
、小
学
生
の

頃
は
、ラ
テ
ン
語
で
背
面
ミ

サ
だ
っ
た
。
あ
る
朝
、侍
者

に
な
ら
な
い
か
と
大
神
学
生

に
呼
び
か
け
ら
れ
、祭
壇
に

憧
れ
て
い
た
少
年
は
、父
親

に
頼
み
込
ん
で
よ
う
や
く
許

可
を
も
ら
い
、誘
っ
て
く
れ

た
お
兄
さ
ん
の
家
に
何
カ
月

か
通
っ
た
。
侍
者
に
な
る
た

め
に
は
、ラ
テ
ン
語
で
神
父

様
の
受
け
答
え
が
で
き
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ラ
テ
ン
語

を
カ
タ
カ
ナ
読
み
に
し
て
教

え
て
も
ら
い
、全
部
暗
記
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
、よ
う

や
く
侍
者
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー

▲
や
が
て
、中
学
生
の
頃
か

ら
は
、今
の
よ
う
に
祭
壇
を

囲
ん
で
行
わ
れ
る
対
面
ミ
サ

に
変
わ
り
、ま
た
、日
本
語
の

ミ
サ
に
な
っ
た
。
こ
の
時
に

は
非
常
に
大
き
な
変
化
を
感

じ
た
。
当
時
は
子
ど
も
だ
っ

た
の
で
よ
く
分
か
ら
な
か
っ

た
の
だ
が
、第
２
バ
チ
カ
ン

公
会
議
に
よ
る
大
幅
な
刷
新

の
時
代
だ
っ
た
の
だ
と
改
め

て
思
い
至
る
▲
そ
れ
か
ら
の

長
い
間
、日
本
語
の
ミ
サ
典

礼
文
は
、ラ
テ
ン
語
規
範
版

の
暫
定
日
本
語
訳
だ
っ
た
。

こ
の
た
び
の
ミ
サ
典
礼
文
の

変
更
は
、翻
訳
の
見
直
し
を

重
ね
て
正
式
版
と
し
て
バ
チ

カ
ン
の
承
認
を
よ
う
や
く
得

た
こ
と
に
よ
る
。
関
係
者
の

苦
労
が
し
の
ば
れ
る
。 （
秋
）

返
還
を
受
け
て

　

１
９
４
５
年
被
爆
後
に
、崩
壊
し
た
旧

浦
上
天
主
堂
の
が
れ
き
の
中
で
見
つ
か
っ

た
十
字
架
を
、米
進
駐
軍
の
ウ
ォ
ル
タ
ー・

フ
ッ
ク
氏
が
当
時
の
山
口
愛
次
郎
司
教

よ
り
譲
り
受
け
て
米
国
に
持
ち
帰
っ

た
。
そ
の
後
、オ
ハ
イ
オ
州
ウ
ィ
ル
ミ

ン
ト
ン
大
学
平
和
資
料
セ
ン
タ
ー
に

寄
贈
さ
れ
保
管
展
示
さ
れ
て
い
た
が
、

同
大
学
側
か
ら
返
還
の
意
向
を
受
け
、

２
０
１
９
年
８
月
７
日
、浦
上
教
会
で

返
還
式
が
行
わ
れ

た
。
９
日
の
平
和

祈
願
ミ
サ
で
被
爆

マ
リ
ア
と
と
も
に

奉
納
さ
れ
、現
在
、

小
聖
堂
に
安
置
さ

れ
て
い
る
。

　

当
初
、髙
見
三

明
大
司
教
（
当
時
）

と
浦
上
教
会
の
私

久
志
主
任
司
祭
は

同
大
学
に
感
謝
の

意
を
表
す
た
め
、

十
字
架
の
複
製
を

贈
呈
す
る
こ
と
を

計
画
。
す
ぐ
の
実

現
は
叶
わ
な
か
っ

た
が
、今
年
の
被

爆
77
年
に
合
わ
せ

て
答
礼
の
運
び
と

な
っ
た
。

髙
見
大
司
教
ら
巡
礼
者

　

こ
の
巡
礼
に
は
、髙
見
名
誉
大
司

教
を
団
長
に
、私
と
、信
徒
を
代
表
し

て
山
田
一
俊
さ
ん
、平
野
勝
一
さ
ん
、

平
野
布
佐
子
さ
ん
、西
村
勇
二
さ
ん
、

合
わ
せ
て
６
人
が
参
加
。

　

西
村
さ
ん
は
十
字
架
複
製
の
製
作

代
表
者
。
事
の
発
端
は
返
還
翌
年
の

２
０
２
０
年
６
月
、私
が
被
爆
マ
リ

ア
像
の
複
製
製
作
者
で
葬
儀
社
会
長

の
西
村
勇
夫
さ
ん
（
今
年
７
月
21
日

逝
去
）
に
複
製
贈
呈
に
つ
い
て
相
談

し
た
こ
と
。
快
諾
を
得
て
、同
年
８

月
９
日
の
平
和
祈
願
祭
で
奉
納
さ

れ
、贈
呈
の
日
を
待
っ
て
い
た
。

主
な
日
程
と
内
容

■

９
月
27
日　

シ
カ
ゴ
到
着
の
翌
日
、

正
義
や
平
和
の
問
題
に
深
く
関
わ
っ

て
い
る
市
内
の
聖
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
女

子
修
道
会
で
ミ
サ
。同
会
の
シ
ス
タ
ー

の
一
人
が
現
地
の
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
で
働
い
て
い
る
関
係
か
ら
招
待

の
形
で
実
現
。
司
式
し
た
私
は
説
教

の
中
で
、被
爆
者
で
早
く
に
亡
く
な
っ

た
母
の
晩
年
の
姿
を
振
り
返
り
、

自
分
が
被
爆
２
世
で
あ
る
こ
と
か

ら
果
た
す
べ
き
使
命
に
つ
い
て
話

を
進
め
た
。
約
30
人
の
修
道
女
た

ち
の
、静
か
な
そ
し
て
真
剣
な
眼

差
し
の
顔
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

■

９
月
28
日　

核
兵
器
廃
絶
条
約

を
支
持
す
る
決
議
（
今
年
７
月
19

日
採
決
）
を
シ
カ
ゴ
市
議
会
に
提

出
し
た
マ
リ
ア
・
ハ
デ
ン
議
員
と

会
合
。
議
員
は
私
た
ち
答
礼
者
が

語
る
原
爆
や
平
和
に
つ
い
て
う
な

ず
い
て
聞
い
た
。
自
身
の
平
和
活

動
や
生
活
に
直
結
す
る
環
境
問
題

に
も
触
れ
た
議
員
の
熱
弁
は
、平

和
へ
の
思
い
が
本
物
で
あ
る
こ
と

を
証
明
し
た
。

　

夕
方
、ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
大

学
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
（
所
長

ザ
モ
ラ
神
父
）
で
は
、同
大
学
の

学
生
、ス
タ
ッ
フ
、教
員
、信
徒
ら

約
80
人
と
の
交
流
会
が
行
わ
れ
、

巡
礼
者
一
人
ひ
と
り
の
言
葉
に

し
っ
か
り
と
聞
き
入
っ
て
い
た
様

子
か
ら
、被
爆
地
の
生
の
声
を
初

め
て
聞
い
た
よ
う
に
感
じ
た
。

　

贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
30
日
の
式

（
後
述
）
前
の
ウ
ィ
ル
ミ
ン
ト
ン

大
学
で
の
交
流
会
も
同
様
の
反
応

で
、若
い
学
生
と
の
こ
の
よ
う
な

関
わ
り
は
世
界
の
将
来
を
担
う
彼

ら
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
に
違

い
な
い
。

■
９
月
29
日　

被
爆
十
字
架
を
ア

メ
リ
カ
に
持
ち
帰
っ
た
フ
ッ
ク
氏

の
家
族
ら
と
昼
食
を
兼
ね
た
交
流

の
た
め
、シ
カ
ゴ
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
へ
。
こ
の
貴
重
な
十
字
架
の
中

心
人
物
と
な
る
フ
ッ
ク
氏
の
長
男

ク
リ
ス
・
フ
ッ
ク
さ
ん
、長
女
ミ
ー

ガ
ン
・
ト
ゥ
ー
リ
ス
さ
ん
（
次
女
の

メ
ア
リ
ー
・
ジ
ー
ン
・
ガ
ー
ケ
ン
さ

ん
と
は
贈
呈
式
で
）
と
の
対
面
は

今
回
の
答
礼
の
目
的
で
も
あ
っ
た
。

　

か
つ
て
浦
上
教
会
の
祭
壇
に
あ
り
、原
爆
投
下
後
、が
れ
き
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
い
う
「
被
爆
十
字
架
」。

慣
例
と
し
て
、頂
い
た
そ
の
感
謝
の
し
る
し
に
「
答
礼
巡
礼
」
と
い
う
教
会
の
良
き
伝
統
に
倣
い
、
９
月
末
か
ら

10
月
初
め
に
、浦
上
教
会
代
表
ら
が
米
国
の
シ
カ
ゴ
を
中
心
に
平
和
交
流
の
旅
に
出
か
け
た
。
最
大
の
目
的
は
、十

字
架
を
ア
メ
リ
カ
に
持
ち
帰
り
大
切
に
保
存
し
た
米
海
兵
隊
員
フ
ッ
ク
氏
の
家
族
と
の
対
面
、そ
し
て
１
９
８
２

年
か
ら
十
字
架
を
保
存
・
展
示
し
、
２
０
１
９
年
８
月
に
浦
上
教
会
に
返
還
し
た
ウ
ィ
ル
ミ
ン
ト
ン
大
学
平
和
資

料
セ
ン
タ
ー
へ
の
答
礼
。
そ
の
時
期
を
う
か
が
っ
て
い
た
中
、今
回
の
実
現
と
な
っ
た
。
答
礼
団
の「
被
爆
十
字
架
」

の
複
製
（
レ
プ
リ
カ
）
贈
呈
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
箇
所
で
行
わ
れ
た
平
和
交
流
の
６
日
間
を
ま
と
め
て
見
る
。

人
事
異
動
・
任
命

人
事
異
動
・
任
命

（　

）
内
は
前
任
地
な
ど

▼
イ
エ
ズ
ス
会 

〔
10
月
１
日
付
〕

関
根　

悦
雄
師　

東
京
教
区
・
麹
町
教
会
協
力
司
祭

（
二
十
六
聖
人
修
道
院
）

バ
チ
カ
ン
の
発
表

　

９
月
26
日
、教
皇
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
は
高
松
教
区
の
使
徒

ヨ
ハ
ネ
諏
訪
榮
治
郎
司
教
の

引
退
願
い
を
受
理
さ
れ
た
。

諏
訪
司
教
は
１
９
４
７
年
７

月
８
日
神
戸
市
生
ま
れ
、76

年
11
月
23
日
司
祭
叙
階
。
２

０
１
１
年
３
月
25
日
司
教
に

任
命
、同
年
６
月
19
日
司
教

に
叙
階
さ
れ
た
。
後
任
の
司

教
任
命
は
な
く
、現
在
空
位
。

同
教
区
は
10
月
３
日
付
で

「
高
松
教
区
の
管
理
者
と
し

〝被爆75年から〝被爆75年から
5年間のチャレンジ〟5年間のチャレンジ〟
https://nuclear-free.net/https://nuclear-free.net/

核なき世界基金核なき世界基金

2020年2020年

て
、駐
日
ロ
ー
マ
教
皇
庁
大
使

館
は
イ
ス
マ
エ
ル
・
ゴ
ン
ザ
レ

ズ
神
父
（
前
司
教
総
代
理
）
を

任
命
し
た
」
と
発
表
し
た
。

スーピッチ枢機卿を表敬訪問した巡礼団（10月1日シカゴ）。左から、宮崎広和さん、平野布佐
子さん、髙見大司教、スーピッチ枢機卿、久志神父、山田一俊さん、平野勝一さん、西村勇二さん。

Ⓒ INSPIR3D Photography/Cindy Flores-Mocarski

浦
上
教
会
の
「
被
爆
十
字
架
」
返
還
を
受
け
て

被
爆
被
爆
7777
年
、答
礼
と
平
和
交
流
の
旅
へ

年
、答
礼
と
平
和
交
流
の
旅
へ

浦
上
教
会
主
任
　
久
志 

利
津
男

写真提供　宮崎広和さん写真提供　宮崎広和さん

フック氏のご家族・友人と巡礼団。被爆十字架（複製）を
手にしている中央の人物は長男のクリス・フックさん。

㊨髙見大司教からマウス所長へ、被爆十字架（複製）の贈呈。後ろは製作代表者の西村さん。
㊧巡礼団歓迎の言葉を掲げたマフィー・シアター。 〔写真提供　ウィルミントン大学〕
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★
前
田
万
葉
句
集
２　

雲
の

峰
　

著
＝
前
田
万
葉
／
訳
＝

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ケ
テ
ィ
ン
グ

　

カ
ト
リ
ッ
ク
大
阪
大
司
教

区
大
司
教
、枢
機
卿
で
あ
る

著
者
に
よ
る
第
２
句
集
。
自

註
や
英
訳
も
併
録
す
る
。

　

か
ま
く
ら
春
秋
社
、税
込

１
６
５
０
円
。

　

10
月
３
日（
月
）、「
こ

れ
か
ら
の
教
区
シ
ノ
ド

ス
提
言
推
進
の
在
り
方

を
探
る
」
を
テ
ー
マ
に

司
祭
研
修
会
が
行
わ
れ

た
。
今
回
も
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
の
た
め
、

長
崎
３
地
区
の
司
祭
約

50
人
が
集
ま
っ
た
カ

ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
を
メ
イ
ン
会
場

に
、佐
世
保
・
平
戸
・

上
五
島
・
下
五
島
地
区
の
４
会
場
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
結
ん
で
開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
中
村
倫
明
大
司
教
か
ら
、

「
２
０
２
３
年
司
教
シ
ノ
ド
ス
・
長
崎

大
司
教
区
提
案
」
の
報
告
書
ま
と
め
の

協
力
に
対
す
る
感
謝
が
伝
え
ら
れ
た
。

ま
た
、報
告
書
を
実
践
す
る
上
で
大
切

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い

て
、当
日
の
福
音
「
善
き
サ
マ
リ
ア
人

の
た
と
え
」
を
引
い
て
、「
あ
な
た
が

隣
人
に
な
り
な
さ
い
」
の
精
神
で
「
こ

う
し
な
さ
い
」
で
は
な
く
「
私
に
は
何

が
で
き
る
か
？
」、他
人
事
で
は
な
く
自

分
が
行
っ
て
い
く
、一
緒
に
や
っ
て
い

こ
う
と
い
う
心
構
え
が
大
切
だ
と
諭

し
、一
人
ひ
と
り
が
決
意
を
持
っ
て
進

も
う
と
励
ま
し
た
。

所
で
述
べ
ま
す
（「
総
則
」
71
）。

　
「
感
謝
の
賛
歌（
サ
ン
ク
ト
ゥ
ス
）」

は
奉
献
文
の
一
部
で
あ
り
、司
祭
と

会
衆
が
と
も
に
歌
う
賛
歌
で
す
か

ら
、オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
前
奏
が
示
す

旋
律
や
速
さ
に
合
わ
せ
て
一
同
で
歌

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
総
則
」
に
は

「
感
謝
の
賛
歌
（
サ
ン
ク
ト
ゥ
ス
）」

に
か
か
わ
る
「
先
唱
者
」
の
奉
仕
に

つ
い
て
何
も
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、伴
奏
が
な
い
場
合
や
唱
え
る
場

合
に
は
、旋
律
や
速
さ
を
示
す
た
め

に
、司
祭
や
「
先
唱
者
」
が
歌
い
始

め
た
り
唱
え
始
め
た
り
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
ミ
サ
の
式

次
第
の
式
文
で
ど
の
部
分
ま
で
先
唱

す
る
か
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ひ

と
つ
の
参
考
と
し
て
、オ
ル
ガ
ン
の

前
奏
な
ら
ど
の
部
分
ま
で
か
を
考
え

る
と
目
安
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
「
平
和
の
賛
歌
（
ア
ニ
ュ
ス
・
デ

イ
）」
に
つ
い
て
、「
総
則
」
83
は
、

通
常
、聖
歌
隊
あ
る
い
は
「
先
唱
者
」

が
「
神
の
小
羊
」
と
い
う
嘆
願
を
歌

う
か
唱
え
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、新
し
い
ミ
サ
の
式
次
第

で
も
呼
び
か
け
で
あ
る
「
…
神
の
小

羊
」
ま
で
を
「
先
唱
者
」（
あ
る
い

は
聖
歌
隊
）
が
唱
え
る
の
が
よ
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
拝
領
唱
」
に
つ
い
て
は
、「
信
者

に
よ
っ
て
、ま
た
は
、そ
の
幾
人
か
に

よ
っ
て
、あ
る
い
は
朗
読
者
に
よ
っ
て

TENREI　　　　　　　　　　Liturgy　　　　　　　　　　TENREI　　　　　　　　　　Liturgy　　　　　　　　　　TENREI

ミ
サ
の
式
次
第
の
新
し
い
表
現
⑦

ミ
サ
の
式
次
第
の
新
し
い
表
現
⑦

  
︱
︱
︱
︱「
先
唱
者
」の
場
合

「
先
唱
者
」の
場
合

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
典
礼
委
員
会
　
嘉
松 

宏
樹

　

今
年
の
待
降
節
第
１
主
日
か
ら

用
い
ら
れ
る
、新
し
い
「
ミ
サ
の

式
次
第
」。「
先
唱
者
」
と
し
て
ミ

サ
を
さ
さ
げ
る
に
あ
た
っ
て
の
留

意
点
を
、年
間
主
日
の
ミ
サ
を
想

定
し
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

会
衆
の
参
加
す
る
ミ
サ
で
は
、

司
式
司
祭
の
ほ
か
に
祭
壇
奉
仕
者

（
侍
者
）、朗
読
奉
仕
者（
朗
読
者
）、

そ
し
て
「
先
唱
者
」
が
い
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

（「
ロ
ー
マ
・
ミ
サ
典
礼
書
の
総
則
」

１
１
６
。
以
下
、「
総
則
」）。「
先

唱
者
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
「
カ
ン

ト
ー
ル
」
と
い
う
こ
と
ば
は
「
歌

い
手
」
と
い
っ
た
意
味
で
、本
来

の
役
割
は
、歌
い
始
め
る
こ
と
で

旋
律
や
歌
の
速
さ
を
示
す
こ
と
に

あ
り
ま
す
。「
先
唱
者
」
が
歌
い
始

め
る
部
分
を
「
先
唱
句
」
と
い
い
、

典
礼
式
文
の
中
に
明
記
し
て
あ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
共
同
体

の
習
慣
と
し
て
、あ
る
部
分
を「
先

唱
者
」
が
受
け
持
つ
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。

　
「
入
祭
唱
」
に
つ
い
て
、「
総
則
」

48
は
「
会
衆
、ま
た
は
信
者
の
う

ち
の
幾
人
か
、あ
る
い
は
朗
読
者

が
朗
唱
す
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば

司
祭
自
身
が
唱
え
る
」
と
指
示
し

て
い
ま
す
。「
先
唱
者
」
に
は
言
及

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、本
来
、行
列

を
飾
る
歌
で
あ
る
「
入
祭
の
歌
」

の
歌
い
方
の
一
つ
に
、「
先
唱
者
」

と
会
衆
が
交
互
に
歌
う
か
た
ち
が

あ
り
ま
す
の
で
、「
入
祭
唱
」を「
先

唱
者
」
が
唱
え
る
の
は
不
自
然
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
い
つ
く
し
み
の
賛
歌
（
キ
リ

エ
）」
は
、通
常
、「
先
唱
者
」
ま
た

は
聖
歌
隊
に
会
衆
が
応
唱
を
唱
え

る
か
た
ち
で
行
わ
れ
ま
す（「
総
則
」

52
）。
ま
た
「
栄
光
の
賛
歌
（
グ
ロ

リ
ア
）」
は
司
式
司
祭
以
外
に
、「
先

唱
者
」
か
聖
歌
隊
が
歌
い
始
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
（「
総
則
」
53
）。

　
「
ア
レ
ル
ヤ
唱
（
詠
唱
）」
は
聖

歌
隊
あ
る
い
は
「
先
唱
者
」
が
先

導
し
、唱
句
の
部
分
は
聖
歌
隊
あ

る
い
は
「
先
唱
者
」
が
歌
い
ま
す

が
、「
先
唱
者
」
や
聖
歌
隊
が
い

な
い
場
合
は
一
同
で
歌
う
こ
と
も

で
き
ま
す
（「
総
則
」
62
）。

　
「
信
仰
宣
言
」
を
歌
う
場
合
は

「
司
祭
あ
る
い
は
適
当
で
あ
れ
ば

先
唱
者
か
聖
歌
隊
が
歌
い
始
め

る
」、歌
わ
な
い
場
合
は
「
一
同
が

一
緒
に
、も
し
く
は
二
つ
の
歌
隊

に
分
か
れ
て
互
い
に
応
唱
し
て
唱

え
る
」
と
い
う
指
示
が
「
総
則
」

68
に
あ
り
ま
す
。歌
い
始
め
を「
先

唱
者
」
が
つ
と
め
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、唱
え
る
場
合
に
も

司
祭
あ
る
い
は
「
先
唱
者
」
が
唱

え
始
め
る
こ
と
に
と
く
に
妨
げ
は

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
「
共
同
祈
願
」の
意
向
は
、助
祭
、

「
先
唱
者
」、朗
読
者
、ま
た
は
信
徒

が
朗
読
台
か
他
の
ふ
さ
わ
し
い
場

朗
唱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
で

な
け
れ
ば
、司
祭
自
身
が
、拝
領
し
て

か
ら
信
者
に
キ
リ
ス
ト
の
か
ら
だ
を

授
与
す
る
前
に
唱
え
る
」（「
総
則
」

87
）と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、「
拝

領
の
歌
」
を
歌
う
場
合
は
「
聖
歌
隊

だ
け
、ま
た
は
聖
歌
隊
も
し
く
は
先

唱
者
と
会
衆
と
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
」

（
同
）
と
い
う
指
示
と
合
わ
せ
て
考
え

る
な
ら
、「
先
唱
者
」
が
唱
え
る
こ
と

は
問
題
な
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、「
先
唱
者
」
の
も
と

も
と
の
奉
仕
の
一
つ
が
旋
律
を
示
す

こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
る

と
、新
し
い
ミ
サ
の
式
次
第
で
複
数

の
選
択
肢
が
あ
る
「
記
念
唱
」（
聖

体
聖
別
直
後
の
、司
祭
の
「
信
仰
の

神
秘
」
と
い
う
呼
び
か
け
に
対
す
る

応
唱
）
と
「
拝
領
前
の
信
仰
告
白
」

に
つ
い
て
、ど
の
式
文
を
用
い
る
の

か
を
ミ
サ
の
前
に
会
衆
に
お
知
ら
せ

す
る
の
は
「
先
唱
者
」
の
役
割
と
い

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
司
式
司
祭

や
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
な
ど
関
係
す
る
奉

仕
者
と
あ
ら
か
じ
め
打
ち
合
わ
せ
た

上
で
、ミ
サ
の
前
に
お
知
ら
せ
す
る

と
と
も
に
、実
際
に
唱
え
る
（
歌
う
）

際
に
も
会
衆
を
支
え
る
よ
う
心
が
け

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。「
会
衆
の
歌
を

指
揮
し
、支
え
…
、会
衆
の
参
加
を
得

て
種
々
の
歌
を
指
導
す
る
の
は
、先

唱
者
の
務
め
」（「
総
則
」
１
０
４
）

だ
か
ら
で
す
。

　

ミ
サ
の
式
次
第
の
表
現
は
新
し
く

な
り
ま
す
が
、ミ
サ
は
何
も
変
わ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
い
つ
も
救
い
の

わ
ざ
を
続
け
る
キ
リ
ス
ト
が
お
ら
れ

ま
す
。「
あ
な
た
が
た
と
共
に
、こ
の

過
越
の
食
事
を
し
た
い
と
、私
は
切

に
願
っ
て
い
た
」（
ル
カ
22
・
15
）

と
語
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
が
ミ
サ
を
続

け
て
お
ら
れ
ま
す
。

最
終
回

新
し
い
「
ミ
サ
の
式
次
第
」
学
ぶ

新
し
い
「
ミ
サ
の
式
次
第
」
学
ぶ

現
役
カ
テ
キ
ス
タ
ら
の
た
め
の
研
修
会

　

教
区
信
仰
養
成
部
は
10
月
９
日（
日
）

13
時
～
16
時
、カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
を
主
会
場
に
教
区
内
の
小
教
区

や
修
道
会
29
カ
所
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結

び
、約
５
８
０
人
が
参
加
し
て
の
現
役

カ
テ
キ
ス
タ
研
修
会

を
開
催
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
講
師
に
嘉
松
宏
樹
師

（
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
典
礼
委
員
会
、長
崎
教

区
司
祭
、写
真
円
内
）
を
迎
え
て
行
わ
れ
、

新
し
い
式
次
第
を
用
い
た
ミ
サ
の
実
施
に

向
け
て
模
擬
ミ
サ
形
式
に
よ
る
説
明
を
聞

い
た
。
主
会
場
に
祭
壇
が
準
備
さ
れ
、「
開

祭
」「
こ
と
ば
の
典
礼
」「
感
謝
の
典
礼
」

「
閉
祭
」
の
４
パ
ー
ト
に
分
け
、パ
ー
ト
ご

と
に
ま
ず
司
祭
と
参
加
者
が
模
擬
ミ
サ
を

行
っ
た
。
続
い
て
講
師
が
重
要
な
点
に
つ

い
て
説
明
し
、再
度
、別
の
司
祭
と
参
加
者

が
模
擬
ミ
サ
を
行
い
、新
し
い
式
次
第
の

こ
と
ば
、意
味
、動
作
を
再
確
認
し
た
。
新

し
い
式
次
第
に
よ
る
ミ
サ
の
実
施
に
向
け

て
有
意
義
な
準
備
と
な
っ
た
。

　

日
本
の
教
会
で
は
、今
年
11
月
27
日（
待

降
節
第
１
主
日
）か
ら
一
斉
に
新
し
い「
ミ

サ
の
式
次
第
」
が
用
い
ら
れ
る
。

司祭研修会 開催司祭研修会 開催
教区シノドスをテーマに

　

次
に
、10
班
に
分
か
れ
て
最
終
報
告
書

を
読
ん
で
の
感
想
や
具
体
的
な
提
案
を
分

か
ち
合
っ
た
。最
後
に
全
体
会
議
を
行
い
、

今
後
の
教
区
シ
ノ
ド
ス
提
言
の
進
め
方
や

提
言
推
進
会
議
の
在
り
方
に
関
し
、各
班

か
ら
の
発
表
が
あ
っ
た
。

　

閉
会
の
前
に「
新
し
い『
ミ
サ
の
式
次
第
』

に
関
す
る
長
崎
教
区
の
共
通
理
解
」
に
つ

い
て
教
区
典
礼
委
員
長
の
下
山
盛
朗
師
か

ら
解
説
が
あ
り
、研
修
会
を
終
了
し
た
。

　

２
０
２
２
年
度
第
２
回

教
区
顧
問
会
が
９
月
13
日

（
火
）、カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　

主
な
審
議
事
項
。
教
区

ア
カ
デ
ミ
ー
基
金
特
別
会

計
規
程
の
制
定
が
審
議
さ

れ
、承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、

紐
差
小
教
区
の
司
祭
館
新

築
工
事
に
関
す
る
申
請
が

了
承
さ
れ
、加
え
て
宝
亀

小
教
区
と
も
ど
も
司
祭

館
新
築
に
関
す
る
小
教
区
互
助
基
金
か
ら

の
借
入
申
請
が
了
承
さ
れ
た
。
次
に
、就

業
規
則
お
よ
び
関
連
規
則
に
つ
い
て
改
正

ま
た
は
新
設
の
案
が
提
出
さ
れ
、了
承
さ

れ
た
。
留
学
希
望
の
コ
レ
ジ
オ
生
に
関
し

て
福
岡
コ
レ
ジ
オ
の
稲
田
伸
也
師
か
ら
説

教区顧問会 開催教区顧問会 開催
審議・報告事項さまざま

明
を
受
け
、留
学
希
望
を
承

認
し
、教
区
奨
学
金
と
し
て

留
学
費
用
の
貸
与
を
承
認
し

た
。
さ
ら
に
、ミ
ゼ
リ
コ
ル

デ
ィ
ア
長
崎
の
職
員
採
用
に

つ
い
て
福
音
化
推
進
部
長
か

ら
説
明
を
受
け
、面
接
を
行

う
こ
と
を
承
認
し
た
。ま
た
、

10
月
３
日
の
司
祭
研
修
会
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
内
容
が
検
討

さ
れ
た
。

　

主
な
報
告
事
項
と
し
て
は

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
病
院
か
ら

病
院
の
現
状
と
将
来
的
な
展

望
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

　

他
に
も
多
数
の
審
議
や
報

告
が
あ
っ
た
が
、割
愛
す
る
。

短
　
信

〈
福
者
カ
ミ
ロ
神
父
殉
教
４

０
０
年
記
念
ミ
サ
は
中
止
〉

　

９
月
18
日
（
日
）
開
催
予

定
だ
っ
た
日
本
２
０
５
福
者

の
一
人
カ
ミ
ロ
・
コ
ン
ス
タ

ン
ツ
ォ
神
父
の
殉
教
４
０
０

年
を
記
念
す
る
ミ
サ
（
長
崎

教
区
主
催
）が
、中
止
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
、同
日
か
ら
長

崎
県
を
暴
風
域
に
巻
き
込
ん

だ
台
風
14
号
の
影
響
に
よ

り
、安
全
を
考
慮
し
て
の
対

応
。
関
係
者
は
「
来
年
あ
ら

た
め
て
、殉
教
４
０
０
周
年

と
し
て
開
催
を
目
指
す
」
と

し
て
い
る
。

ぶ
ど
う
園

▼
企
画
展
・
長
崎
の
元
和
の

大
殉
教
４
０
０
周
年
『
信
仰

の
あ
か
し
︱
キ
リ
シ
タ
ン

の
試
練
と
栄
光
』
開
催
中　

来
年
１
月
９
日
㈪
ま
で
（
12

月
31
日
～
１
月
２
日
休
館
）、

大
浦
天
主
堂
キ
リ
シ
タ
ン
博

物
館
。
入
場
料
は
大
浦
天
主

堂
拝
観
料
に
含
ま
れ
る
。

▼
世
界
遺
産
登
録
４
周
年
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
キ
リ
シ

タ
ン
と
日
本
』　

11
月
６
日

㈰
13
時
～
17
時
10
分
予
定
、

平
戸
市
生
月
町
離
島
開
発
総

合
セ
ン
タ
ー
。
長
崎
県
、「
長

崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ

シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
保
存
活

用
実
行
委
員
会
主
催
。
入
場

無
料
。
要
予
約
。

申
込
先
・
平
戸
市
生
月
町
博

物
館
（
島
の
館
）

℡
０
９
５
０
‐
53
‐
３
０
０
０

　

０
９
５
０
‐
53
‐
３
０
３
２

▼
自
死
さ
れ
た
方
々
の
た
め

の
追
悼
ミ
サ　

11
月
26
日
㈯

14
時
、西
坂
・
聖
フ
ィ
リ
ッ

ポ
教
会
。
ゆ
り
の
会
主
催
。

教
区
人
権
委
員
会
協
力
。　

問
合
先
・
鳥
巣
シ
オ
リ

℡
０
９
０‐９
４
８
８‐７
９
３
１
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Ⅱ　

元
和
の
大
殉
教

　

こ
こ
で
少
し
、日
本
の
歴
史
に
触
れ
て
お
き
ま

す
。
元
和
（
げ
ん
な
）
と
は　

和
暦
に
使
う
元
号

の
一
つ
で
す
。
西
暦
１
６
１
５
年
～
１
６
２
４
年

の
期
間
で
、後ご

水み
ず

尾の
お

天
皇
の
即
位
に
伴
い
改
元
さ

れ
、そ
の
頃
の
江
戸
幕
府
将
軍
は
徳
川
秀
忠
の
時

代
に
な
り
ま
す
。

⑴
大
殉
教
の
時
代
背
景

　

１
６
０
０
年
の
関
ヶ
原
の
役
で
勝
利
し
た
徳
川

家
康
は
、１
６
０
３
年
征
夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
、

江
戸
に
幕
府
を
開
き
、江
戸
幕
府
を
中
心
と
す
る

新
し
い
統
治
体
制
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
家
康
は
１
６
０
５
年
に
は
将
軍
職
を

辞
し
、嫡
男
秀
忠
に
将
軍
宣
下
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、将
軍
職
は
以
後
徳
川
氏
が

世
襲
し
て
い
く
こ
と
を
大
坂
城
の
豊
臣
方
や
天
下

に
示
し
た
の
で
す
。
家
康
は
駿
府
城
に
移
り
、政

治
に
大
き
な
力
を
示
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

１
６
１
６
年
、徳
川
家
康
が
死
去
す
る
と
、
２

代
将
軍
秀
忠
は
、プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
国
（
英
国
国

教
会
）
の
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
コ
ッ
ク
ス
を
接
見
し
、

数
日
後
、幕
府
は
改
め
て
キ
リ
シ
タ
ン
の
教
え
（
カ

ト
リ
ッ
ク
）
を
禁
じ
、明
船
以
外
の
外
国
船
の
長

崎
・
平
戸
以
外
の
寄
港
を
禁
じ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、翌
年
１
６
１
７
年
に
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
マ
シ
ャ

ド
神
父
と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
ペ
ト
ロ
神
父
が
大

村
の
郡こ

お
り
で
斬
首
さ
れ
ま
し
た
。
大
村
で
最
初
の
殉

教
で
し
た
。
大
村
藩
主
純
頼
は
、将
軍
秀
忠
か
ら

潜
伏
し
て
い
る
宣
教
師
の
処
分
を
命
じ
ら
れ
、弾

圧
を
始
め
た
の
で
し
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
が
多
か
っ

た
大
村
に
は
禁
教
令
が
出
さ
れ
た
後
、宣
教
師
38

人
が
潜
伏
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

他
、大
村
藩
で
は
１
６
２
４
年
に
は
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
会
の
ル
イ
ス
・
ソ
テ
ロ
神
父
ら
５
人
が
放
虎
原

で
火
刑
に
な
り
ま
す
が
、
１
６
５
８
年
の
「
郡
崩

れ
」
で
は
、
１
３
１
人
が
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。

　

話
を
戻
し
ま
す
が
、
１
６
１
９
年
に
長
崎
で
キ

リ
シ
タ
ン
訴
人
に
賞
金
を
与
え
る
高
札
が
立
て
ら

れ
る
と
、密
告
に
よ
る
逮
捕
が
多
く
な
り
、大
殉
教

を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

　

徳
川
秀
吉
の
時
代
、
１
６
１
９
年
10
月
６
日
京

都
で
52
名
の
殉
教
（
京
都
の
大
殉
教
）、
１
６
２

２
年
９
月
10
日
長
崎
で
55
名
の
殉
教
（
元
和
の
大

殉
教
）、
１
６
２
３
年
７
月
徳
川
秀
忠
が
将
軍
職

を
辞
し
、徳
川
家
光
が
３
代
将
軍
と
な
っ
た
直
後

の
１
６
２
３
年
12
月
４
日
、江
戸
で
50
名
が
殉
教

（
江
戸
の
大
殉
教
）
と
、大
殉
教
が
続
き
ま
し
た
。

　

教
皇
ピ
オ
９
世
は
、再
布
教
が
始
ま
ろ
う
と
し

て
い
る
日
本
の
教
会
を
励
ま
す
た
め
に
、
１
８
６

２
年
６
月
８
日
、ロ
ー
マ
で
日
本
二
十
六
殉
教
者

を
列
聖
し
ま
し
た
が
、
１
８
６
７
年
７
月
７
日
に

は
２
０
５
名
の
殉
教
者
を
列
福
し
、「
日
本
２
０

５
福
者
殉
教
者
」
と
命
名
し
ま
し
た
。
一
方
、同

月
15
日
に
は
、長
崎
の
浦
上
村
で
68
名
の
キ
リ
シ

タ
ン
が
捕
縛
さ
れ
、明
治
政
府
に
よ
る
信
仰
弾
圧

「
浦
上
四
番
崩
れ
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
７
月

２
０
２
２
年
７
月
2424
日
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
の
記
念
講
演
会
【
２
】

日
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
の
記
念
講
演
会
【
２
】

「
元
和
の
大
殉
教
図
」と

「
元
和
の
大
殉
教
図
」と

　
　
　「
元
和
の
大
殉
教
」

　
　
　「
元
和
の
大
殉
教
」

長
崎
純
心
大
学 
学
長

純
心
聖
母
会 　
　
　

　

今
年
９
月
10
日
、長
崎
西
坂
で
の
「
元げ

ん

和な

の
大
殉
教
」
か
ら
４
０
０
年
の
節
目
を
迎
え
た
。

「
元
和
の
大
殉
教
」
に
つ
い
て
皆
で
学
ぶ
た
め
、長
崎
教
区
は
７
月
24
日
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
で
記
念
講
演
会
を
開
催
し
、長
崎
純
心
大
学
の
片
岡
瑠
美
子
学
長
に
お
話
し
い
た
だ
い

た
。
講
演
の
内
容
を
３
回
に
分
け
て
お
伝
え
す
る
連
載
の
２
回
目
。

Sr.
片
岡
瑠
美
子

⑵
元
和
の
大
殉
教
と
は

　

元
和
の
時
代
は
、西
暦
１
６
１
５
年
～
１
６
２

４
年
の
期
間
で
、こ
の
時
代
の
天
皇
は
後
水
尾
天

皇
、江
戸
幕
府
将
軍
は
徳
川
秀
忠
、家
光
の
時
代
で

す
。
26
聖
人
の
殉
教
か
ら
25
年
後
、
１
６
２
２
年

９
月
10
日
に
同
じ
長
崎
の
西
坂
の
丘
で
同
時
に
55

名
の
処
刑
が
行
わ
れ
た
出
来
事
を
「
元
和
の
大
殉

教
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

火
刑
25
名　

大
村
牢
（
鈴
田
牢
）
に
入
牢
し
て
い

た
司
祭
・
修
道
士
・
宿
主
た
ち

斬
首
30
名　

長
崎
牢
（
ク
ル
ス
町
牢
、桜
町
牢
）
に

入
牢
し
て
い
た
信
徒
、男
女
お
よ
び

子
ど
も
た
ち

　

ベ
ン
ト
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
は
、「
火
刑
24
名
、

斬
首
31
名
と
記
し
て
い
ま
す
」。

　

１
８
６
７
年
７
月
７
日
、 

教
皇
ピ
オ
９
世
は

ロ
ー
マ
で
日
本
２
０
５
殉
教
者
を
列
福
し
ま
し

た
。
日
本
２
０
５
福
者
殉
教
者
は
、
１
６
１
７
年

５
月
に
大
村
領
郡
で
斬
首
さ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
マ

シ
ャ
ド
神
父
と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
ペ
ト
ロ
神
父
、

同
年
６
月
に
鷹
島
で
斬
首
さ
れ
た
ド
ミ
ニ
コ
会
ナ

ワ
レ
ッ
ト
神
父
と
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
会
エ
ル
ナ
ン
ド

神
父
の
４
修
道
会
４
司
祭
の
殉
教
か
ら
始
ま
り
、

１
６
３
２
年
９
月
３
日
西
坂
で
火
刑
と
な
っ
た
ア

ウ
グ
ス
チ
ノ
会
の
グ
テ
ィ
エ
レ
ス
神
父
ま
で
の
２

０
５
名
の
殉
教
者
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
１
６
２
２
年
９
月
10
日
（
元
和
８

年
８
月
５
日
）、西
坂
の
丘
で
火
刑
と
斬
首
の
刑
で

処
刑
さ
れ
た
55
名
の
殉
教
者
た
ち
を
元
和
の
殉
教

者
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

⑶
キ
リ
ス
ト
の
た
め
の
囚
人

宣
教
師
た
ち
の
た
め
の
鈴
田
牢

　

大
村
の
鈴
田
牢
は
宣
教
師
用
に
造
ら
れ
た
も
の

で
、司
祭
と
修
道
者
、彼
ら
宣
教
師
に
宿
を
提
供
し

て
か
く
ま
い
、密
か
に
潜
伏
活
動
を
支
援
し
て
い
た

宿
主
た
ち
で
し
た
。
火
刑
に
処
せ
ら
れ
た
の
は
、こ

の
鈴
田
牢
の
入
牢
者
た
ち
で
し
た
。
新
牢
は
１
６

１
９
年
か
ら
１
６
２
２
年
ま
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
エ
ズ
ス
会
の
カ
ル
ロ
・
ス
ピ
ノ
ラ
は
、「
逮

捕
は
１
６
１
８
年
12
月
14
日
に
な
る
前
の
真
夜
中

過
ぎ
に
起
こ
り
ま
し
た
。
１
６
１
９
年
７
月
末
ま

で
一
軒
の
麦
わ
ら
小
屋
に
伴
侶
ら
と
共
に
入
れ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
…
８
月
９
日
、私
た
ち
は
以
前

よ
り
も
っ
と
狭
い
、長
さ
24
パ
ル
モ
、幅
16
パ
ル
モ

で
鳥
籠
の
よ
う
に
太
い
四
角
の
材
木
で
新
し
く
造

ら
れ
た
こ
の
牢
に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
…
柱
の

間
は
指
２
本
の
間
隔
で
し
た
」「
こ
の
狭
い
所
に

囚
人
は
16
人
か
ら
20
人
に
な
り
、後
に
33
人
に
も

な
り
、夜
は
横
に
な
っ
て
寝
る
こ
と
さ
え
で
き
な

か
っ
た
。
牢
舎
の
周
囲
は
茨
を
い
っ
ぱ
い
植
え
込

ん
だ
二
重
の
柵
に
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
」
と
鳥
籠

の
よ
う
だ
と
い
う
牢
の
見
取
り
図
を
添
え
て
説
明

し
、パ
ジ
ェ
ス
は
、「
広
さ
は
、蓆

む
し
ろ

12
枚
敷
き
に
過

ぎ
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
30
名
、時
に
は
そ
れ
以
上

の
人
数
が
い
た
の
で
、
３
名
で
一
枚
の
蓆
を
使
っ

て
い
た
。
彼
ら
は
こ
の
牢
内
に
昼
夜
幽
閉
さ
れ
、

足
の
踏
み
場
も
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
厠か

わ
や
も
こ
の

中
に
あ
り
…
毎
日
の
食
事
の
量
は
…
一
椀
の
玄
米

の
飯
と
焼
き
イ
ワ
シ
で
、時
々
大
根
の
葉
の
汁
を

添
え
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

　
『
ス
ピ
ノ
ラ
伝
』
に
よ
る
と
、
１
６
２
２
年
８

月
に
は
、「
食
料
不
足
と
そ
の
不
味
さ
、そ
の
他
の

不
自
由
さ
、お
よ
び
昨
年
の
11
月
か
ら
こ
の
牢
に

は
23
名
が
閉
じ
込
め
ら
れ
て
お
り
、そ
の
狭

き
ょ
う

隘あ
い

さ

の
た
め
に
、多
く
の
者
が
死
に
至
る
ほ
ど
の
重
病

に
陥
り
ま
し
た
。
…
し
か
し
薬
も
よ
い
食
物
も
な

い
の
に
、牢
屋
の
通
常
の
食
事
だ
け
で
健
康
を
回

復
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
骨
と
皮
だ
け
で
、今
日

ま
で
め
ま
い
な
し
に
は
少
し
の
間
も
立
っ
て
い
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。全
員
を
生
き
永
ら
え
さ
せ
、

共
に
犠
牲
を
さ
さ
げ
さ
せ
よ
う
と
さ
れ
る
主
は
誉

め
讃
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
ル
ロ
・
ス
ピ
ノ
ラ
神
父
は
自
筆
の
手
紙
を「
信

仰
の
た
め
の
囚
わ
れ
人 

カ
ル
ロ
」
の
署
名
で
結

ん
で
い
ま
す
。『
ス
ピ
ノ
ラ
伝
』
の
著
者
は
「
彼
は

投
獄
さ
れ
た
こ
と
が
い
か
に
名
誉
で
あ
っ
た
か
を

示
す
た
め
だ
け
に
、（
著
名
な
貴
族
で
あ
る
）
ス

ピ
ノ
ラ
姓
を
棄
て
、常
に
「
囚
わ
れ
人
の
カ
ル
ロ
」

あ
る
い
は
「
キ
リ
ス
ト
の
た
め
の
囚
わ
れ
人
」（
ス

ピ
ノ
ラ
伝
）
と
署
名
し
て
い
た
と
証
言
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
８
月
26
日
付
で
管
区
長
に
書
い
た
手

紙
は
、「
ジ
ェ
ズ
の
御
名
の
た
め
に
死
刑
に
定
め

ら
れ
た
カ
ル
ロ
ス
」
と
、最
後
と
な
る
手
紙
を
締

め
く
く
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
さ
さ
げ
ら
れ
る
ミ
サ

　
「
祝
日
を
除
い
て
聖
な
る
共
同
体
の
伴
侶
た
ち

は
全
員
苦
行
を
行
っ
た
。
各
自
１
週
間
交
代
で
上

長
と
な
り
、以
下
の
順
序
に
従
っ
て
行
う
べ
き
霊

操
の
計
画
を
立
て
た
。
朝
は
１
時
間
沈
黙
の
う
ち

に
祈
り
を
唱
え
、そ
の
後
司
祭
全
員
で
ミ
サ
を
立

て
る
。
朝
食
ま
で
の
残
り
の
時
間
は
聖
務
日
課
、

ロ
ザ
リ
オ
を
唱
え
、霊
的
書
物
を
読
ん
で
過
ご
し

て
い
ま
し
た
」

　
「
私
た
ち
は
日
夜
鞭
打
ち
、苦
行
帯
そ
の
他
の
苦

行
を
行
い
な
が
ら
、種
々
の
霊
操
を
続
け
て
い
ま

す
。
最
大
の
慰
め
は
毎
日
ミ
サ
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
で
す
。
祭
服
そ
の
他
の
必
要
な
用
具

が
ひ
そ
か
に
牢
内
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

主
の
特
別
な
お
恵
み
で
し
た
」

　
「
私
た
ち
は
、日
々
さ
ま
ざ
ま
な
修
練
に
明
け
暮

れ
、時
々
詩
編
を
歌
い
、祝
日
で
な
い
日
に
は
苦
行

を
行
い
、私
た
ち
が
得
る
こ
と
の
で
き
る
最
大
の

慰
め
で
あ
る
天
使
の
パ
ン
に
よ
っ
て
養
わ
れ
て
い

ま
す
。
…
こ
の
聖
な
る
パ
ン
は
肉
体
的
に
も
霊
的

に
も
私
た
ち
に
力
を
与
え
て
く
れ
ま
す
」
と
、カ

ル
ロ
神
父
は
１
６
２
０
年
２
月
16
日
付
で
総
長
に

書
き
送
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
ミ
サ
が
行
わ
れ
た
の
は
、葡
萄
酒
、

パ
ン
、ロ
ー
ソ
ク
な
ど
を
、逮
捕
も
覚
悟
の
上
、む

し
ろ
宣
教
師
た
ち
と
共
に
殉
教
で
き
る
こ
と
を
望

ん
で
、密
か
に
牢
に
差
し
入
れ
る
キ
リ
シ
タ
ン
た

ち
が
い
た
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
を
私
た
ち
は
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

⑷
凱
旋
の
日

　

１
６
２
２
年
９
月
10
日
（
元
和
８
年
８
月
５

日
）、こ
の
日
、西
坂
の
丘
を
目
指
す
二
つ
の
行
列

が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
村
の
鈴
田
か
ら
西
坂
を
目
指
す
行
列
と
、長

崎
の
ク
ル
ス
町
牢
か
ら
進
む
行
列
が
、西
坂
の
丘

で
合
流
し
ま
す
。

鈴
田
か
ら
西
坂
へ

　

鈴
田
牢
の
囚
人
た
ち
は
手
足
を
縄
で
縛
り
上
げ

ら
れ
、牢
か
ら
引
き
出
さ
れ
ま
し
た
。「
全
員
一
艘
の

大
き
な
船
に
乗
せ
ら
れ
、そ
の
周
り
を
多
数
の
兵

士
た
ち
が
水
も
漏
ら
さ
ぬ
よ
う
に
取
り
囲
ん
だ
」

　

ベ
ン
ト
の
記
述
に
よ
る
と
、「
鈴
田
か
ら
長
与

港
ま
で
船
で
、そ
こ
か
ら
浦
上
と
長
崎
の
境
に

あ
っ
た
宿
ま
で
馬
で
進
み
、そ
こ
で
最
後
の
夜
を

過
ご
し
た
」
の
で
す
が
、「
露
天
に
さ
ら
さ
れ
て

い
た
が
、突
然
大
雨
が
降
っ
て
来
た
た
め
に
、き
つ

く
縛
ら
れ
て
一
軒
の
荒
屋
に
押
し
込
め
ら
れ
、そ

の
夜
を
明
か
し
た
」
だ
け
で
し
た
。
そ
こ
で
初
め

て
カ
ル
ロ
・
ス
ピ
ノ
ラ
は
火
あ
ぶ
り
に
さ
れ
る
と

い
う
確
か
な
知
ら
せ
を
受
け
た
と『
ス
ピ
ノ
ラ
伝
』

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

貧
し
い
朝
食
を
と
っ
た
後
、キ
リ
シ
タ
ン
た
ち

が
彼
ら
と
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う

に
、「
前
日
と
同
じ
よ
う
に
馬
に
乗
せ
ら
れ
、時
津

街
道
を
通
っ
て
西
坂
ま
で
行
っ
た
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。
馬
に
乗
せ
ら
れ
た
の
は
、殉
教
者
に
会
い

た
い
と
集
ま
る
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
を
近
づ
け
な
い

た
め
で
し
た
。

　

パ
ジ
ェ
ス
は
、
１
６
２
１
年
の
章
で
、「
１
５

９
７
年
の
殉
教
に
よ
っ
て
祝
聖
さ
れ
た
場
所
に

は
、桜
の
木
が
植
え
ら
れ
、記
念
の
石
が
建
て
ら
れ

て
い
た
。権
六
は
、木
を
抜
き
、石
を
散
ら
ば
し
た
。

彼
は
同
所
に
偶
像
の
寺
を
建
て
さ
せ
、直
ち
に
柵

を
め
ぐ
ら
し
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
１
６
２
２
年
の
章
で
は
、処
刑
に
「
選

ば
れ
た
場
所
は
、
１
５
９
７
年
の
殉
教
が
あ
っ
た

場
所
か
ら
１
５
０
歩
の
所
に
あ
っ
た
」（
パ
ジ
ェ

ス
）
と
記
し
て
い
ま
す
。
こ
の
パ
ジ
ェ
ス
の
記
述

と
「
元
和
の
大
殉
教
図
」
を
照
合
し
て
み
る
と
、

図
で
は
、処
刑
を
見
守
る
人
々
の
背
後
に
柵
で
囲

ま
れ
、周
辺
に
木
が
植
え
ら
れ
て
い
る
広
場
が
あ

り
、処
刑
の
場
所
と
分
け
て
描
写
さ
れ
て
い
て
、パ

ジ
ェ
ス
の
記
述
と
一
致
し
て
見
え
ま
す
。

　

他
方
、『
ス
ピ
ノ
ラ
伝
』
で
は
、「
柵
で
囲
ま
れ

た
刑
場 

１
５
９
７
年
、磔
に
さ
れ
、諸
殉
教
者
の
血

を
も
っ
て
清
め
ら
れ
た
が
た
め
に
、聖
地
と
呼
ば
れ

て
い
る
処
刑
場
へ
」
赴
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

彼
ら
は
早
く
着
い
た
の
で
、皆
、一
緒
に
な
っ
て

こ
の
パ
ラ
イ
ソ
の
群
れ
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
竹

矢
来
に
入
ら
ず
、町
か
ら
の
仲
間
を
１
時
間
以
上

待
っ
て
い
ま
し
た
。「
矢
来
の
前
に
集
ま
っ
た
大
村

の
殉
教
者
た
ち
は
、長
崎
の
殉
教
者
の
到
着
ま
で

１
時
間
の
間
待
っ
た
。（
彼
ら
は
砂
時
計
を
持
っ
て

い
た
）
互
い
に
告
解
し
、賛
美
歌
を
歌
っ
た
。
ス

ピ
ノ
ラ
師
は
、堂
々
た
る
演
説
を
し
た
」

　
「
そ
の
時
間
と
場
所
に
は
至
福
な
る
殉
教
者
に

別
れ
を
告
げ
る
た
め
に
大
勢
が
集
ま
り
、一
人
の

信
心
深
い
婦
人
は
、見
張
り
の
番
人
に
か
ま
わ
ず

勇
気
を
も
っ
て
殉
教
者
を
囲
ん
で
い
た
槍
と
武
具

の
間
を
ぬ
っ
て
彼
ら
に
近
づ
き
、涙
を
流
し
な
が

ら
茶
か
湯
を
飲
ま
せ
た
」
こ
と
を
目
撃
し
た
と
ベ

ン
ト
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
は
記
し
て
い
ま
す
。

　

処
刑
場
で
は
殉
教
者
の
目
前
に
25
本
の
柱
が

立
っ
て
い
て
、犠
牲
の
時
燃
や
さ
れ
る
薪
が
す
で

に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

（
つ
づ
く
）

　

主
な
史
料

① 

結
城
了
悟
著
『
長
崎
の
元
和
大
殉
教 

１

６
２
２
年 

ベ
ン
ト
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
神

父
に
よ
る
記
録
』。

② 

イ
エ
ズ
ス
会
「（
１
６
２
２
年
の
）
日
本

殉
教
報
告
」
１
６
２
３
年
８
月
16
日
付
、マ

ニ
ラ
発
。

③ 

レ
オ
ン
・
パ
ジ
ェ
ス
著
／
吉
田
小
五
郎
訳

『
日
本
切
支
丹
宗
門
史
』
中
巻
、岩
波
書
店 

１
９
３
８
年
。

④ 

フ
ァ
ー
ビ
オ
・
ア
ン
ブ
ロ
ー
ジ
オ
・
ス
ピ
ノ

ラ
著
／
宮
崎
賢
太
郎
訳
『
カ
ル
ロ
・
ス
ピ
ノ

ラ
伝
』
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
シ
リ
ー
ズ
28
、

キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会 

１
９
８
５
年
。

⑤ 

セ
・
デ
ル
ガ
ー
ド
・
ガ
ル
シ
ア
編
注
／
佐

久
間
正
訳
『
福
者
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
モ
ラ
ー

レ
ス
О
．Ｐ
．書
簡
・
報
告
』
キ
リ
シ
タ
ン

文
化
研
究
会 

１
９
７
２
年
。

※
大
殉
教
図
（
複
製
）
は
日
本
二
十
六

聖
人
記
念
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
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10
月
１
日
逝
去
。
88
歳
。

　

１
９
３
４
年
福
岡
県
直
方

市
生
ま
れ
。
24
歳
で
受
洗
し
、

友
人
で
あ
る
本
会
の
姉
妹
を

通
し
て
31
歳
で
入
会
。
67
年

初
誓
願
、77
年
終
生
誓
願
。
洋

裁
師
で
あ
っ
た
経
験
か
ら
学

園
の
制
服
作
り
に
携
わ
り
、

会
と
学
園
を
支
え
た
。
73
年

か
ら
41
年
間
、社
会
福
祉
一

筋
で
４
つ
の
事
業
所
に
奉
仕
。

特
に
95
年
か
ら
軽
費
老
人

ホ
ー
ム
「
と
き
わ
荘
」
に
お

い
て
19
年
間
施
設
長
と
し
て

奉
仕
し
、建
築
や
庭
づ
く
り

な
ど
に
励
ん
だ
。
神
学
生
や

ミ
サ
に
来
ら
れ
る
司
祭
を
大

切
に
し
、教
会
の
た
め
に
と

寛
大
に
支
え
続
け
た
。
２
０

１
４
年
鹿
児
島
川
内
に
派
遣

さ
れ
た
が
、肺
が
ん
が
見
つ
か

り
、20
年
に
治
療
の
た
め
長

崎
の
浦
上
修
道
院
へ
。
病
苦

を
さ
さ
げ
な
が
ら
も
一
時
は

快
方
に
向
か
っ
た
が
、が
ん

が
進
行
し
、今
年
８
月
、症
状

が
悪
化
し
ホ
ス
ピ
ス
療
養
と

な
っ
た
。
修
道
院
に
帰
り
た

い
と
の
願
い
は
か
な
わ
ず
、姉

妹
の
見
守
り
の
中
で
静
か
に

御
父
の
み
も
と
に
旅
立
っ
た
。

青年のためにお祈りください青年のためにお祈りください

第３回長崎青年の日第３回長崎青年の日
― ともに ―― ともに ―

11/3 ㊍カトリックセンター11/3 ㊍カトリックセンター

て
い
る
生
涯
を
終
わ
り
、御
父
の
裁
き
を
受
け

ま
す
。
そ
の
時
、私
が
司
祭
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
は
問
題
に
さ
れ
ま
せ
ん
。
問
題
に
な
る
の

は
、司
祭
と
し
て
ど
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
た
か

で
す
。
司
祭
の
仕
事
は
、秘
跡
を
授
け
る
こ
と
、

イ
エ
ス
様
の
十
字
架
の
死
と
死
者
の
中
か
ら

の
復
活
を
宣
言
し
伝
え
る
こ
と
、人
の
苦
し
み

や
悩
み
を
聞
き
、共
に
祈
り
励
ま
す
こ
と
な
ど

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
主
イ
エ
ス
様
は
、私
を
お

裁
き
に
な
る
時
に
、司
祭
に
ふ
さ
わ
し
い
態
度
で

人
々
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
を
評
価
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
に
は
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
い
ろ

い
ろ
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
役
割
を
行
う
者
と
し

て
、社
会
で
は
肩
書
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、そ

れ
ぞ
れ
に
任
さ
れ
て
い
る
仕
事
の
結
果
に
よ
っ
て

評
価
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、神
様
の
裁
き
は
違
い
ま
す
。
神
様
は

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
与
え
ら
れ
た
役
目
を
、ど

の
よ
う
に
行
っ
た
か
を
評
価
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。

　

司
祭
と
し
て
の
生
活
が
50
年
、残
さ
れ
て
い
る

時
間
は
多
く
は
な
い
で
し
ょ
う
。
年
上
の
人
に
会

う
時
に
、今
か
ら
が
勝
負
で
す
と
伝
え
て
い
ま
す
。

自
分
の
思
う
通
り
に
体
が
動
か
な
く
な
っ
て
不
自

由
を
感
じ
る
時
、忍
耐
と
さ
さ
げ
る
心
が
大
切
に

な
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。

　
「
人
の
子
は
、父
の
栄
光
に
輝
い
て
天
使
た
ち

と
共
に
来
る
が
、そ
の
と
き
、そ
れ
ぞ
れ
の
行
い

に
応
じ
て
報
い
る
の
で
あ
る
」（マ

タ
イ
16
・
27
）

　

私
は
、多
く
の
人
の
祈
り
に
支
え
ら
れ
て
、50

年
間
司
祭
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
お
祈
り
と
ご
援
助
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
助
祭
の
位
を
受
け
る
時
、司
教
様

は
式
文
の
中
で
、「
み
こ
と
ば
を
よ
く
読
ん
で

理
解
し
、理
解
し
た
こ
と
を
教
え
、教
え
た
こ
と

を
実
行
す
る
よ
う
に
し
な
さ
い
」
と
言
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
平
戸
口
教
会
で
主
任
司
祭
を

し
て
い
る
私
の
主
な
仕
事
は
、毎
朝
聖
書
を
読

み
、理
解
で
き
た
こ
と
を
朝
の
ミ
サ
の
中
で
短

く
語
り
、ミ
サ
に
あ
ず
か
る
信
者
た
ち
が
聖
書

の
み
こ
と
ば
を
心
に
留
め
お
け
る
よ
う
に
手
助

け
す
る
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
は
、自
分
に
与
え
ら
れ

大山  繁  神父 大山  繁  神父 
（長崎教区信仰教育委員会、（長崎教区信仰教育委員会、

平戸口教会）平戸口教会）

みことばにふれて 195
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丸
尾
教
会

丸
尾
教
会  

献
堂
献
堂
5050
周
年
周
年

記
念
ミ
サ
と
境
内
の
祝
別

　

１
９
７
２
年
９
月
22
日
、

里
脇
浅
次
郎
枢
機
卿
に
よ
っ

て
祝
別
さ
れ
た
丸
尾
教
会

で
、２
０
２
２
年
９
月
23
日
、

中
村
倫
明
大
司
教
を
迎
え
、

献
堂
50
周
年
記
念
ミ
サ
が
行

わ
れ
た
。
大
司
教
を
待
つ
信

者
た
ち
は
、一
人
ひ
と
り
一

輪
の
花
を
手
に
し
て
、ま
た
、

50
周
年
を
記
念
し
て
作
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を

着
て
大
司
教
を
迎
え
た
。

　

記
念
ミ
サ
は
、中

村
大
司
教
を
は
じ

め
、歴
代
の
主
任
司

祭
、
郷
土
出
身
司

祭
、上
五
島
地
区
の

司
祭
、な
ら
び
に
数

多
く
の
信
者
と
共
に

盛
大
に
祝
わ
れ
た
。

大
司
教
は
説
教
の
中

で
そ
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

を
ほ
め
、丸
尾
教
会

の
一
致
し
た
信
仰
の

現
れ
と
た
く
ま
し
さ

を
た
た
え
た
。
そ
し

て
、丸
尾
教
会
出
身

の
野
中�

泉
神
父
を

紹
介
し
な
が
ら
召
命

の
必
要
性
に
つ
い
て

語
り
、ま
た
、自
身
の

胸
に
下
げ
て
い
る
復

活
の
キ
リ
ス
ト
の

十
字
架
を
見
せ
て
、

苦
し
み
の
中
に
も
強
い
信
仰

を
持
ち
、信
仰
に
生
き
た
元

和
の
殉
教
者
を
例
に
あ
げ
、

「
し
っ
か
り
と
し
た
信
仰
を

守
り
、生
き
て
く
だ
さ
い
」

と
信
徒
を
励
ま
し
た
。

　

ミ
サ
の
後
、50
周
年
を
記

念
し
新
し
く
整
備
し
た
境
内

が
祝
別
さ
れ
、感
謝
と
喜
び

の
う
ち
に
無
事
に
式
典
を
終

え
た
。

（
丸
尾
小
教
区
）

「
マ
リ
ア
館
」
落
成
・
祝
福
式

「
マ
リ
ア
館
」
落
成
・
祝
福
式

さ
く
ら
の
里
聖
家
族
教
会 

納
骨
堂

　

９
月
11
日
、さ
く
ら
の
里
聖

家
族
教
会
（
滑
石
小
教
区
）
境

内
地
に
待
望
の
納
骨
堂
「
マ
リ

ア
館
」
が
完
成
し
、中
村
倫
明

大
司
教
に
祝
福
し
て
い
た
だ

き
、た
く
さ
ん
の
参
列
者
と
一

緒
に
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

　

こ
の
納
骨
堂
は
、滑
石
教
会

に
納
骨
櫃
の
空
き
が
な
い
か
、

滑
石
小
教
区
や
外
海
地
区
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
た
こ
と

で
、そ
の
要
望
に
応
え
た
も
の
。

建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、床
面
積

１
４
４
㎡
内
に
１
５
２
基
の
納

骨
櫃
を
備
え
、上
下
段
合
わ
せ

て
７
寸
サ
イ
ズ
の
骨
壺
が
８

～
10
体
収
納
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
材
質
は
さ
く

ら
の
里
教
会
に
ち
な
ん
で
桜

御
影
石
を
使
用
し
、明
る
く

仕
上
が
っ
て
い
る
。

　

１
櫃
60
万
円
で
、50
年
の

管
理
費
を
10
万
円
（
滑
石
小

教
区
信
徒
は
免
除
）
に
設
定

し
て
い
る
。
購
入
希
望
者
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
納

骨
堂
建
設
に
あ
た
り
、十
字

架
の
道
行
も
整
備
し
た
。

（
滑
石
小
教
区
）

　

９
月
７
日
逝
去
。
90
歳
。

　

１
９
３
２
年
東
京
生
ま

れ
。
鎌
倉
修
道
院
に
入
会
。

そ
の
後
、長
崎
へ
。
60
年
初

誓
願
、66
年
終
生
誓
願
宣
立
。

外
務
修
道
女
と
し
て
幼
稚
園

で
勤
め
た
。
語
学
研
修
の
た

め
カ
ナ
ダ
で
２
年
ほ
ど
学

び
、外
国
か
ら
の
訪
問
者
の

接
待
に
奉
仕
し
た
。
76
年
、

創
立
の
た
め
ハ
イ
チ
に
派

遣
。
病
気
の
た
め
カ
ナ
ダ
の

修
道
院
に
異
動
。
日
本
に
帰

国
し
、長
崎
修
道
院
に
戻
る
。

高
齢
に
な
り
長
崎
市
内
の
介

護
施
設
に
入
居
し
、体
の
不

調
を
静
か
に
さ
さ
げ
て
い

た
。
次
第
に
衰
弱
し
、誤ご

嚥え
ん

性
肺
炎
の
た
め
、静
か
に
主

の
み
も
と
に
召
さ
れ
た
。
修

道
生
活
62
年
。

　

葬
儀
ミ
サ
・
告
別
式
は
９

月
10
日
、レ
デ
ン
プ
ト
リ
ス

チ
ン
長
崎
修
道
院
で
行
わ
れ

た
。

マ
リ
ー
・
イ
ン
マ
ク
ラ
タ

佐
藤
佐
知
子
修
道
女

（
厳
律
至
聖
贖
罪
主
修
道
女
会
）

　

９
月
27
日
、老
衰
の
た
め

逝
去
。
98
歳
。

　

１
９
２
３
年
平
戸
市
紐
差

生
ま
れ
。
46
年
初
誓
願
、55

年
終
生
誓
願
。
原
爆
を
体

験
し
、被
爆
し
た
生
徒
た
ち

を
探
す
た
め
に
奮
闘
、学
園

長
の
片
腕
と
な
っ
て
灰
じ
ん

の
中
か
ら
学
園
復
興
の
た
め

全
力
を
尽
く
し
た
。
修
練
長

を
務
め
会
員
の
養
成
に
携
わ

り
、多
く
の
会
員
を
育
て
た
。

ま
た
純
心
学
園
や
社
会
福
祉

の
理
事
長
な
ど
を
兼
務
し
、

修
道
会
に
お
い
て
は
総
顧
問

（
会
長
補
佐
）
と
し
て
業
務
に

携
わ
り
、会
の
記
録
作
成
の

た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
。
恩
人
や
卒
業
生
と
も

広
く
交
流
が
あ
り
、そ
の
温

か
い
人
柄
は
多
く
の
方
に
慕

わ
れ
た
。
２
０
０
９
年
に
は

す
べ
て
の
任
務
か
ら
解
放
さ

れ
、修
道
院
内
で
姉
妹
と
共

に
穏
や
か
な
生
活
を
過
ご
し

た
。
20
年
、療
養
の
た
め
ロ
ザ

リ
オ
の
聖
母
修
道
院
へ
。ベ
ッ

ド
の
上
で
の
祈
り
か
ら
始
ま

り
、祈
り
で
終
わ
る
生
活
を

続
け
、黙
々
と
自
分
に
で
き
る

奉
仕
に
も
励
ん
で
い
た
。

ウ
ル
ス
ラ

糸
永
ヨ
シ
修
道
女

（
純
心
聖
母
会
）

　

８
月
30
日
、膵す

い

臓ぞ
う

が
ん
の

た
め
逝
去
。
78
歳
。

　

１
９
４
４
年
韓
国
の
済
州

島
出
身
。
86
年
受
洗
。
公
務

員
だ
っ
た
故
人
は
小
教
区
で

壮
年
会
の
役
員
を
長
き
に
わ

た
っ
て
担
い
、活
動
し
た
。

２
男
１
女
の
父
親
で
あ
り
、

次
男
デ
フ
ン
が
韓
国
殉
教
福

者
聖
職
修
道
会
に
入
会
し
、

神
父
と
な
っ
て
長
崎
に
協
力

司
祭
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
か

ら
は
、常
に
祈
り
を
さ
さ
げ

応
援
し
て
き
た
。

　

３
年
前
に
膵
臓
が
ん
で
手

術
を
受
け
、故
郷
に
帰
っ
て

療
養
し
な
が
ら
、済
州
教
区

フ
ァ
ス
ン
教
会
の
ヨ
ゼ
フ
会

と
い
う
老
人
会
で
活
動
し

た
。
故
人
を
よ
く
知
る
人
は

「
優
し
い
人
だ
っ
た
」
と
話

し
、特
に
同
教
会
の
主
任
神

父
は
、「
い
つ
も
笑
顔
で
信

仰
生
活
を
送
り
、葬
儀
の
時

も
そ
の
笑
顔
が
思
い
出
さ
れ

た
」と
信
徒
に
語
っ
て
い
た
。

毎
朝
、「
私
は
主
の
は
し
た

め
で
す
。
お
言
葉
通
り
に
な

り
ま
す
よ
う
に
」
と
い
う
聖

母
マ
リ
ア
の
祈
り
で
一
日
を

始
め
て
い
た
と
い
う
。�

　

葬
儀
ミ
サ
は
９
月
１
日
、

フ
ァ
ス
ン
教
会
で
行
わ
れ
た
。

ペ
ト
ロ

カ
ン
・
ギ
ル
ジ
ュ
さ
ん

（
カ
ン
・
デ
フ
ン
師
〔
韓
国
殉
教

福
者
聖
職
修
道
会
司
祭
〕の
父
）

☆
★

★

感
　
謝

― 

寄
　
付 

―

長
崎
大
司
教
区

◦
堤
家
様

― 

香
典
返
し 

―

長
崎
大
司
教
区

◦
レ
デ
ン
プ
ト
リ
ス
チ
ン

　

長
崎
修
道
院
様

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

◦
小
田
れ
い
子
様
（
奈
留
）

　

故
ペ
ト
ロ
小
田
俊
則
様

　

右
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
・
ご

芳
志
を
賜
り
ま
し
た
。
お
礼

と
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

☆
★

★

★

マ
リ
ア
・
ヴ
ィ
ア
ン
ネ

西
山
シ
ズ
ノ
修
道
女

（
純
心
聖
母
会
）
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